
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

2年度 計

円 円 円 円

7,320,450 7,320,450

6,050,000 0 0 0 6,050,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　北富士演習場関連公共用施設
　　　　　　（環境衛生施設：ごみ収集塵芥車)整備事業

　山中湖村長

　山中湖村山中地内

本村は、山中湖クリーンセンター（環境衛生施設）を構えており村民総参加型村内一
斉清掃、各種イベントで排出された可燃物の収集、不法投棄された可燃物の収集、不
燃物処理施設発生可燃物を塵芥車により作業をおこなっています。今回、塵芥車を更
新することで環境美化の推進、地域の活性化の促進を図り、作業の安全対策の徹底、
効率的な作業に努める。

新規ごみ収集塵芥車の購入

新規車両により、スムーズなごみ回収が可能となった。イベント等にも使用する予定
であったが、新型コロナウイルスの影響によりイベントが中止となり、使用頻度が
減ってしまった。
村の広報誌、ホームページ等での周知を行った。

特になし

無

交付金

事　業　評　価　書

事業費及び交付金額
事業費

令和２年６月から令和３年３月まで



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

2年度 計

円 円

9,460,000 9,460,000

8,514,000 8,514,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事　業　評　価　書

事業費及び交付金額
事業費

令和2年9月から令和2年11月まで

　北富士演習場関連公共用施設（教育文化施設：給食センター等備品購入)整備事業

　山中湖村長

　山中湖村山中地内

本施設は、平成13年度に建設された施設で、ボイラー設備及び冷凍冷蔵庫等も併せて
新規購入したものである。

しかし、導入から19年を経過、経年劣化による不具合等が生じてきており、都度修繕
を行ってきたが、部品供給が終了していることから冷凍温度等の上昇や故障による給
食停止の可能性も危惧されていた。

このことから、児童生徒への安心安全な給食調理及び提供を行うためにも、本事業を
実施することにより食材の保管温度の適正管理とともに食中毒の防止、調理工程の大
幅な向上や光熱費の削減等に大きく寄与するものである。

ボイラー設備および冷凍・冷蔵庫の購入

施設の電気料の減（令和元年度：2,114,898円、令和2年度：1,828,646円）。
村広報誌により、ボイラーおよび冷蔵庫機器更新内容の周知。

計画的に厨房機器の更新を行う

無

交付金



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

2年度 計

円 円

6,435,000 6,435,000

5,192,000 5,192,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　北富士演習場関連公共用施設(社会福祉施設：山中湖村デイサービスセンター入浴介
助用リフター）整備事業

　山中湖村長

　山中湖村平野地内

　本施設は、平成１１年度に建設された施設で、入浴リフト及び入浴リフト用車椅子
等も併せて新規購入したものである。

　しかし、導入から２１年が経過、経年劣化による不具合が発生しその都度応急処置
により対応しているが、すでに交換部品等も在庫が無いことから故障による利用停止
の可能性も危惧されていた。

　このことから、利用者への安心安全なサービス提供を行うためにも、本事業を実施
することにより利用者の負担軽減とともに入浴時の事故の防止、介助者の負担軽減等
を図る。

　入浴リフト及び入浴リフト用車椅子の購入

・利用者の負担軽減とともに入浴時の事故の防止、介助者の負担軽減等を図ることが
できた。
・村の広報誌で周知した。

　引き続き、利用者への安心安全なサービス提供を行う。

　無

事　業　評　価　書

事業費及び交付金額
事業費

　令和2年9月から令和3年2月まで

交付金



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

 24年度～
28年度

 29年度  30年度  1年度  2年度 計

円 円 円 円 円 円 円

66,583,084 17,348,990 17,409,938 16,433,954 12,738,455 130,514,421

交付金 80,310,000 50,000,000 0 0 40,000,000 170,310,000

市町村費
等

0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0

運用益 68,910 13,640 38,816 21,749 8,986 152,101

計 80,378,910 50,013,640 38,816 21,749 40,008,986 170,462,101

40,000,000 10,346,317 10,030,496 10,031,039 10,031,500 80,439,352

40,378,910 80,046,233 70,054,553 60,045,263 90,022,749 90,022,749

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　本事業は、山中湖村特定防衛施設周辺整備調整交付金基金（特定防衛施設周辺整
備調整交付金）により、各種健（検）診事業を実施し、村民の健康増進や疾病の早
期発見、経済的負担の軽減を図る。

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

　北富士演習場関連特定事業（医療に関する事業：各種健（検）診事業）

　山中湖村長

　山中湖村山中地内

　基金により、生活習慣病（がん、糖尿病、高血圧、脂質異常症等）の各種健
（検）診事業を実施する。

　平成２４年度から令和１１年度まで

　生活習慣病等の健康診査（がん、糖尿病、高血圧、脂質異常症等）や脳ドック検
査により、疾病の早期発見、早期治療を行い重症化を防いだ。また、受診費用を補
助により安価にできることや、疾病の早期発見による経済的な負担の軽減等の成果
により、村民の評価（受診率）も向上している。（令和元年度における特定健診受
診率46.29％　平成30年度における特定健診受診率46.47％。アンケート結果より、
回答者の半数が健康診査への補助金の活用を望んでおり、健診費用が「安い」また
は「やや安い」と回答した人も全体の1/3以上を占めている。）
　なお、交付金事業であることの周知をホームページ、受診のチラシ等で行なって
いる。

　地域住民の理解を得ながら健（検）診の受診率を上げ、より一層の効果的な健
（検）診事業を実施する。

　無

事業費

基
金
造
成
額

基金処分額

基金残額

事 業 費 及び 交付 金額



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

1年度 2年度 3年度 4年度 計

円 円 円 円

0 58,228,720 58,228,720

交付金 85,500,000 0 0 0 85,500,000

市町村費等 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

運用益 0 12,825 0 0 12,825

計 85,500,000 12,825 0 0 85,512,825

0 40,000,000 40,000,000

85,500,000 45,512,825 45,512,825 45,512,825 120,825,948

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　北富士演習場関連公共用施設（教育、スポーツ及び文化に関する事業：災害時拠点
指定公園管理運営事業)

　山中湖村長

　山中湖村平野地内

本事業を実施することにより、利用者が日々快適に散策やコミュニティ活動、スポー
ツ活動を行うことができるよう管理し運営する。
民間事業者等に管理・運営を指定管理・委託をすることによりサービスの質の向上を
図り、効率的な運営を行うことで利用者の増加を図る。

指定管理料（委託を含む）に充てる。

新型コロナウイルス蔓延の影響により利用者は増加しなかったが、個人での公園利用
の方には手厚く、きめ細やかな対応がサービスの向上につながり利用者の満足度につ
ながった。
村広報誌にて周知を行った。

引き続き、利用者の利便性の向上を図る。

無

基金処分額

基金残額

事　業　評　価　書

事業費及び交付金額

基
金
造
成
額

事業費

令和2年3月から令和4年3月まで



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 計

円 円 円

0 133,694,361 120,151,869 121,724,291 114,617,241 490,187,762

交付金 134,666,000 0 60,000,000 10,000,000 59,000,000 263,666,000

市町村費等 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

運用益 0 33,758 25,827 13,578 10,973 84,136

計 134,666,000 33,758 60,025,827 10,013,578 59,010,973 263,750,136

0 30,000,000 30,000,000 40,000,000 40,000,000 140,000,000

134,666,000 104,699,758 134,725,585 104,739,163 123,750,136 123,750,136

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　北富士演習場関連公共用施設（福祉に関する事業：保育所の運営に関する事業）

　山中湖村長

　山中湖村山中地内

　女性の社会進出や経済情勢の悪化による共働き世帯の増加、就労形態の多様化やひ
とり親世帯の増加などにより、延長保育希望者が増加しているものの保育士不足等の
理由で対応できない状況にある。
　さらに、今後数年間に定年退職を迎える保育士が多々おり新規の保育士の確保は急
務であるが、給与体系等の問題により人材の確保が年々厳しくなっている状況であ
る。
　このため、保育士の確保及び保育所のサービス水準の向上を目的として、保育士の
就業環境の改善や新規保育士の安定雇用を図り、地域の宝である子どもたちに対し、
きめ細やかな保育サービスを提供する。

　基金により、保育士の人件費の一部に充てる。

・本基金を保育士人件費の一部に充てることにより安定した財源が確保できたため、
保育士の就業環境の改善や今後における新規保育士の安定雇用に寄与し、保護者から
の延長保育の要望に対応できる体制を構築できたことから、きめ細やかな保育サービ
スを図れた。
　令和元年度　延長保育園児の延人数　376人
　令和元年度　延長保育園児の延時間　304.5時間
・交付金事業であることを広報誌及びホームページで周知した。

　地域の宝である子どもたちに対する、よりきめ細かな保育サービスの維持を図る。

　無

基金処分額

基金残額

事　業　評　価　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額

基
金
造
成
額

事業費

　平成27年3月から令和7年3月まで


